
教員の養成・採用・研修の一体的改革推進事業 成果報告書 

実施テーマ ■ 民間教育事業者との連携による教員の資質能力向上事業 
 
主 題 小学校外国語科・外国語活動の授業力向上に向けた資質能力向上研修 

企画の概要 
 

 小学校教員が新学習指導要領に対応した外国語科・外国語活動の授業イメージ

を持ち、今後の授業づくりに役立てるために、新しい指導内容である「読むこと」

「書くこと」に関する指導経験が豊富な民間教育事業者の外部講師を小学校に派

遣し、モデル授業を実施する。また、小学校教員の授業力を向上させるために、

民間教育事業者のもつ「読むこと」「書くこと」に関する指導技術等を学ぶ。 

 
１）実施体制 

所属部署・職名 氏 名 役割分担 
千葉県教育庁教育振興部学習指導課・課長 

千葉県教育庁教育振興部 
学習指導課・主幹兼教育課程室長 
 〃   ・主幹 
 〃   ・主席指導主事 
 〃   ・指導主事 
 

小畑 康生 
 
植草 貴久男 
加瀨 直人 
鶴岡 利明 
佐藤 大作 

 全体計画 
 
全体計画 

 総務・全体調整 
総務・全体調整 

 事務・調整 

調 査 研 究 実 施 機 関 名  千葉県教育委員会 
代 表 者  職 名  教育長 
  （ ふ り が な ）  さわかわ かずひろ 
  氏 名  澤 川  和 宏 
契 約 者  職 名  教育長 
  （ ふ り が な ）  さわかわ かずひろ 
  氏 名  澤 川  和 宏 
事業実施責任者  所 属 部 署 ・ 職 名  千葉県教育庁教育振興部学習指導課・課長 
  （ ふ り が な ）  こばたけ やすお 
  氏 名  小 畑  康 生 

  電 話 番 号  ０４３－２２３－４０６５ 

事務連絡担当者  所 属 部 署 ・ 職 名  千葉県教育庁教育振興部学習指導課・指導主事 
  （ ふ り が な ）  さとう だいさく 
  氏 名  佐 藤  大 作 
  住 所  千葉県千葉市中央区市場町１－１ 
  電 話 番 号  ０４３－２２３－４０５９ 
  Ｆ Ａ Ｘ 番 号  ０４３－２２１－６５８０ 
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２）調査研究における教育委員会・大学・独立行政法人教職員支援機構等との連携 
２－１）連携の有無 

連携先の種類 有 無 具体的な連携先 
教 育 委 員 会 
大 学 
（独）教職員支援機構 
そ の 他 

□ 有 □ 無 
■ 有 □ 無 
□ 有 □ 無 
■ 有 □ 無 

（                       ） 
（神田外語大学 ０４３－２７３－２０１７    ） 
（                       ） 
（（株）インタラック関東北０４３－２４４－７５５５） 

２－２）連携内容 
 千葉県では、平成２６年度から神田外語大学と連携し、小学校外国語活動中核教員養成研修を実施し、

文部科学省が実施している中央研修受講者（英語教育推進リーダー）による伝達講習や、大学教授の講

義を行い、教員の指導力向上を図っている。また、平成２９年度の本調査研究事業においても、小学校

英語教科化に向けて必要な「文字と音声の指導の在り方」や「絵本の読み聞かせの指導法」の研修内容

について指導・助言をいただくなど、小学校英語教育における連携を深めている。 
そこで、平成３０年度に本調査研究で実施するモデル授業においても、文部科学省作成の指導案を効

果的に活用するために、大学教授、民間教育事業者担当、学習指導課担当指導主事の三者で指導案検討

会をもち、モデル授業づくりに向けた指導助言を受ける。 
 民間教育事業者である（株）インタラック関東北は、小学校教員の授業力向上のために、県内５９校

の会場に日本人講師１名を派遣し、新学習指導要領の内容によるモデル授業を実施する。さらに、小学

校教員の指導力向上のために、研究協議の中で、特に新しい指導内容である「読むこと」「書くこと」に

関する指導技術を紹介する。選定に当たっては、①ALT や語学講師の派遣業務で県内市町村に実績があ

ること、②小学校英語に係る研修会の実施や新学習指導要領のための教材についても独自に研究・開発

していること、③千葉県の小・中学校の実態を把握していること、の３点の条件に合い、これまでの研

修実績において信頼性があることから決定した。 
 
３）課題認識 
小学校外国語科・外国語活動の時数や学習内容の増加に伴い、小学校教員には、これまでの外国語活

動の授業力に加え、新しい指導内容に対応した授業力や指導技術が必要となっている。そのため、各市

町村教育委員会から、小学校教員の外国語教育指導力向上のための研修開催の要望も多い。 
本県では、平成２６年度から神田外語大学と連携して中核教員養成研修を実施しているが、大学教授

から、平成２９年３月の新学習指導要領が公示される前の研修内容では、新しい授業づくりには不十分

であるとの指摘を受けている。 
平成２９年度は、本調査研究事業を活用し、小学校英語教科化に向けて必要な「文字と音声の指導の

在り方」や「絵本の読み聞かせの指導法」について、外部講師を派遣して研修を実施した。アンケート

結果によると９８％が研修内容に満足していたが、実際の授業実践に係る研修を求める自由記述が多か

った。 
このことから、小学校教員が新しい指導内容を理解して具体的な授業イメージをもち、授業力向上の

ための研修を実施することが喫緊の課題となっていた。 
 



４）調査研究の目的 
本調査研究の目的は、小学校教員に対して大学や民間教育事業者と連携してモデル授業を示すことで、

小学校教員が外国語科や外国語活動の新しい教材や指導内容を知り、具体的な授業イメージをもつこと

で、今後の授業づくりに役立たせることである。 
また、新しい指導内容のうち、「読むこと」「書くこと」の２領域については、民間教育事業者のもつ

指導技術や経験を小学校教員に伝えることで、今後の授業づくりに役立たせる。 
さらに、県全体での英語教育の充実を図るために、新学習指導要領の内容について、小学校だけでな

く中学校にも周知し、小・中連携の意識を高める契機として本研究を活用する。 
 
５）調査研究の方法 
新しい学習内容を実際に指導する小学校教員のために、希望する小学校へ外部講師を派遣し、実際に

児童が参加するモデル授業を中学年・高学年別に実施することで、授業づくりに対する理解を深める。

また、授業後には研究協議を行い、授業づくりに関する質疑応答や、様々な指導技術等について外部講

師を交えて協議することにより、更なる授業力向上を図る。 
 

１ 研修方法と内容 
（１）方法 
 ① 県学習指導課から県内５９校の小学校に民間教育事業者の日本人外部講師１名を派遣する。 
② 日本人外部講師は、文部科学省が作成した新教材・指導案を活用し、中学年で４５分１時間、高

学年で４５分１時間のモデル授業を実施する。また、研究協議の中で授業に関する質疑に答え、「読

むこと」「書くこと」に関する指導技術を小学校教員に紹介する。 
③ 研修協力校のうち、モデル授業を実施する学級の児童は、授業に参加する。 
④ 研修協力校の教員は、時間を見て交代で参観する。 
⑤ 研修協力校と同一もしくは近隣市町村の小学校等のうち、外国語担当教諭１名が悉皆で参加する。 
⑥ 研修協力校と同一もしくは近隣市町村の中学校等のうち、英語科担当教諭１名が希望で参加する。 
⑦ 学校行事等で参加できない場合には、他の会場で参加する。 
⑧ 参加者は、研修後、自校で他の教員に伝達する。 
 

（２）内容 
地域の実情や研修協力校の希望に応じ、学級担任による指導、専科教員による指導等、授業レベル

に初級・中級を設けて実施する。初級は、日本人外部講師が学級担任役になり、デジタル教材やＩＣ

Ｔ機器を活用し英語の音声を補助しながら指導できる構成とする。中級は、日本人外部講師が専科教

員役になり、口頭による英語使用量を多めにし、発展的な言語活動を取り入れる。さらに、研修協力

校の職員とＴＴで授業を行うことも可能とするなど、各小学校の希望に応じる。 
研修申込時に、開催時期や授業レベルの希望を取る。 
【授業レベルの希望（例）】 
希望Ａ：初級―学級担任役による授業（デジタル教材・ＩＣＴ機器活用） 
希望Ｂ：中級―専科教員役による授業（英語使用量多目、発展的な活動含む） 



   希望Ｃ：その他―研修協力校職員とのＴＴによる授業  
 
 ① モデル授業（中学年用・高学年用） 
  ・文部科学省作成指導案を活用して、大学教授、民間教育事業者担当、県学習指導課担当指導主事

で指導案検討を行い、モデル授業実施校の実情に応じて、学級担任用と専科教員用の２つのモデ

ル授業を作成 
  ・該当クラスの児童参加 
  ・文科省作成の移行期間中における年間指導計画（例）に合わせて実施（７月～１２月） 
  ・３年（Let’ s Try! １Unit6） 

・４年（Let’ s Try! ２Unit5） 
・５年（We Can! １Unit5、7）※いずれか選択 
・６年（We Can! ２Unit5、7）※いずれか選択 

 ② 研究協議  
  ・授業についての質疑・応答 
  ・「読むこと」「書くこと」の指導技術 
 
（３）研修協力校の決定 
  県内５９校を会場に開催する。５つの教育事務所のブロックに分け、各市町村の人口や生活圏に応

じて、小学校約２０校当たり１校の割合で研修協力校を割り当てる。人口の多い市町には２校以上配

当し、人口の少ない市町村には、合同開催を依頼する。各教育事務所の担当指導主事及び各市町村教

育委員会担当者が協議の上、研修協力校を決定する。 
  研修協力校における当日の運営に当たっては、各教育事務所指導主事のほか、各市町村教育委員会

担当者にも協力を仰ぎ、県教育委員会が作成した運営マニュアルをもとに実施する。 
  参加者は、近隣小学校の外国語教育担当教員１名とする。学校行事等で開催日に都合がつかない場

合は、その他の研修協力校へ参加する。参加した教員は、自校において、校内相互授業参観等を通し

て他の教員に伝達する。その他、近隣中学校の英語科教諭の参加を促す。 
 
（４）実施時期と日程 
 ① 実施時期 平成３０年７月から１２月までの課業日に実施 

市町村教育委員会や研修協力校の希望日を第３希望まで取り、調整後決定し、６月中に周知する。 
その後、参加者名簿や開催要項を作成するなど、研修協力校との打合せや準備を進める。 

 ② 日程（例） 
   午後１時００分 受付・事前打合せ等 
   午後１時３０分 第５校時 中学年モデル授業（４５分） 
   午後２時３０分 第６校時 高学年モデル授業（４５分）終了後、児童下校 
   午後３時３０分 研究協議（６０分） 
   午後４時３０分 終了 
 



（５）事業の成果の普及 
   小学校教員の参加者は、研修の内容を自校に持ち帰り、校内研修や授業公開等により、研修内容

を伝達する。中学校教員の参加者は、各自の在籍校で他の英語科教員に研修内容を伝達する。 
   また、「読むこと」「書くこと」の指導技術を集めた『指導技術リーフレット』を民間教育事業者

と協力して作成し、年度末に全小学校等に配付する。 
 

 
６）調査研究の実施実績 
４月 ９日 
５月２２日 

  
６月２０日 

 
６月２１日 

 
 ６月２８日 
７月 ４日  

※夏季休業中

を除く 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２月１３日 
１２月２０日 
１月２１日 
１月３１日 
３月 ６日 
３月２９日 

担当指導主事会議で事業の内容を検討 
文部科学省と委託契約 
民間教育事業者業務委託検討委員会の開催 
神田外語大学英米語学科 田中真紀子教授から、㈱インタラック関東北の研修内容に

指導助言を受け、研修内容を確定 
「小学校外国語科・外国語活動の授業力向上に向けた資質能力向上研修」の実施につ

いて市町村教育委員会を通じて各小学校に周知し、各教育事務所の研修協力校を決定 
㈱インタラック関東北と業務委託契約 
民間教育事業者による研修会の開始（※別添資料１参照） 
【研修内容】 
① モデル授業（中学年１コマ・高学年１コマ） 
② 研究協議  
  ・授業についての質疑・応答 
  ・「読むこと」「書くこと」の指導技術 
③ 各教育事務所管内の小学校数と研修協力校数 

・葛南教育事務所  小学校１４７校（研修協力校 ８校） 
・東葛飾教育事務所 小学校１４５校（研修協力校１４校） 
・北総教育事務所  小学校１７８校（研修協力校１４校） 
・東上総教育事務所 小学校 ８６校（研修協力校１４校） 
・南房総教育事務所 小学校１２２校（研修協力校 ９校）   計 ５９校 

④ 参加者：近隣小学校の担当教員、中学校教員、ＡＬＴ等 
⑤ 伝達講習：参加者は、自校に戻って校内授業研究会等を実施して伝達 
民間教育事業者による研修会の終了 
民間教育事業者・神田外語大学・県教育委員会で「指導技術リーフレット」を作成 
担当指導主事会議で事業の反省 
各教育事務所から「実施報告書」「実施アンケート」の提出 
「指導技術リーフレット」を全小学校等へ配付し、研究の成果を普及 
文部科学省へ事業完了報告 
 
 



７）取組のポイント・成果 
１ 取組のポイント 
（１）ポイントＡ 
    これまで教育委員会主催の小学校英語指導力向上研修は、夏季休業中に県総合教育センターや

神田外語大学を会場に実施していたが、㈱インタラック関東北の日本人講師１名を県内５９校に

派遣したことにより、千葉市を除く県内５３市町村全ての英語担当教員が近隣の小学校で専門性

の高い研修を受講することができた。 
（２）ポイントＢ 
    文部科学省作成の新教材等が配付され、新しく「読むこと」「書くこと」に関する指導も加わっ

たことで、新しい授業づくりを目指したモデル授業の実施や専門性向上のための研修が必要とな

った。神田外語大学教授の指導・助言のもとに、モデル授業や「読むこと」「書くこと」に関する

研修内容を立案し、指導力の高い㈱インタラック関東北の日本人講師が研修を実施することで、

小学校教員のニーズと合致し、授業力向上が図れた。さらに、本研修の実施内容を基にした「指

導技術リーフレット」（※別添資料２参照）を作成し全小学校等に配付することで、実際の授業に

おける活用を促した。 
 
２ 成果 

民間教育事業者の外部講師派遣により、近隣の小学校で研修が受けられるようになり、出張の負

担も軽く、１７７５名の小・中学校教員が受講することができた。受講者による伝達講習は、小・

中学校併せて６５３校で実施され、延べ１２２５７名が参加した。（※別添資料３参照）これは，昨

年度実績延べ６０７７名の約２倍となった。 
新学習指導要領や新教材等の内容が県下に広く周知され、民間教育事業者の持つ専門性の高い指

導技術と「読むこと」「書くこと」の指導におけるポイントを県下全域で共有することができた。研

修後に、㈱インタラック関東北が実施したアンケートによると、研修参加者の９１％が研修内容に

満足した。（※別添資料４参照） 
 
８）今後の課題 
「外国語科・外国語活動の授業力向上」の支援 
（１）民間教育事業者の外部講師を多くの小学校に派遣し、近隣での研修開催を継続化することにより、

新たに配置された専科教員や特別免許状所持者、ＡＬＴ等支援者、中学校教員等、小学校英語教育

に関わる全ての指導者が受講することで、質の高い英語教育を実現する。 
（２）民間教育事業者のもつ「読むこと」「書くこと」の指導技術の活用による実践的な授業力の向上と

同時に新たに導入される外国語科の評価の実際を学ぶ。 
 



※Ｇ：grade（学年）　Ｕ：unit（単元）の略

地区 番号 月日 中学年授業 高学年授業 運営担当者（主） 助言者・運営担当者（副） 参加者数

葛南 1 7月18日 Ｇ4-Ｕ5 Ｇ5-Ｕ7 佐藤　大作

2 9月7日 3-6 6-5 佐藤　大作

3 9月19日 3-6 5-5 山岸　恒孝

4 10月1日 3-6 6-5 佐藤　大作

5 10月10日 6-7 後藤　洋美

6 11月1日 4-5 5-5 後藤　洋美

7 11月8日 4-5 5-5 後藤　洋美

8 12月5日 4-5 5-7 猪越　裕

東葛飾 9 7月9日 4-5 5-5 山本　亜由美 並木　孝樹

10 9月7日 3-6 5-7 加藤　貴久子

11 9月12日 3-6 5-7 吉田　美佳子 佐藤　大作

12 10月11日 4-5 6-7 福島　理恵

13 10月15日 3-6 6-7 佐藤　大作

14 10月15日 4-5 6-7 吉村　政和

15 10月26日 4-5 5-5 佐藤　大作

16 11月14日 3-6 6-7 佐藤　大作

17 11月15日 4-5 5-7 並木　孝樹

18 11月20日 3-6 5-7 山本　亜由美

19 11月21日 4-5 5-7 福島　理恵

20 11月30日 4-5 5-7 山本　亜由美

21 12月3日 5-5 吉田　美佳子

22 12月4日 4-5 5-5 山本　亜由美

北総 23 7月4日 4-5 6-5 寒川　晃士 佐藤　大作

24 7月11日 3-6 5-5 齋藤　智子

25 7月17日 3-6 5-5 野尻　孝

26 7月18日 4-5 5-5 齋藤　智子

27 10月3日 4-5 6-7 齋藤　智子

28 10月10日 4-5 5-5 野尻　孝

29 10月11日 4-5 5-7 黒川　俊樹

浦安市立明海小学校 浦安市明海2-13-4 047-380-8600

習志野市立向山小学校 習志野市谷津2-16-32 047-451-1717

平成３０年度小学校外国語科・外国語活動の授業力向上に向けた資質能力向上研修　運営担当者配置計画

学校名 住所 電話番号

市川市立大洲小学校 市川市大洲4-18-1 047-370-0300

船橋市立法典西小学校 船橋市上山町1-111-5 047-337-7982

船橋市立若松小学校 船橋市若松3-2-4 047-434-6925

船橋市立薬円台小学校 船橋市薬円台4-5-1 047-466-4135

八千代市立萱田小学校 八千代市ゆりのき台6-20 047-484-5541

柏市立旭小学校 柏市旭町6-5-17 04-7144-6400

松戸市立東部小学校 松戸市高塚新田382-1 047-391-2971

市川市立富美浜小学校 市川市南行徳2-3-1 047-396-2522

野田市立福田第一小学校 野田市三ツ堀1373 04-7138-2109

柏市立高柳小学校 柏市高南台3-14-12 04-7191-3499

流山市立八木南小学校 流山市柴崎92 04-7158-1142

柏市立柏第五小学校 柏市柏932-7 04-7164-1585

松戸市立和名ケ谷小学校 松戸市和名ヶ谷1085 047-391-2401

柏市立富勢小学校 柏市布施925-1 04-7133-2077

柏市立柏第八小学校 柏市永楽台2-8-1 04-7164-1207

柏市立松葉第一小学校 柏市松葉町5-3 04-7133-5602

我孫子市立湖北小学校 我孫子市中里95 04-7188-1002

鎌ケ谷市立鎌ケ谷小学校 鎌ケ谷市中央2-1-1 047-442-1105

佐倉市立志津小学校 佐倉市上座1156-2 043-487-0252

柏市立藤心小学校 柏市藤心880-1 04-7173-7941

柏市立柏第三小学校 柏市若葉町4-54 04-7167-3161

八街市立八街東小学校 八街市八街ほ40-1 043-444-0147

印西市立牧の原小学校 印西市牧の原3-1-1 0476-29-5560

富里市立根木名小学校 富里市根木名1005-3 0476-92-0662

銚子市立清水小学校 銚子市清水町2894 0479-22-0214

匝瑳市立豊和小学校 匝瑳市大寺1492 0479-74-0644

香取市立北佐原小学校 香取市佐原ニ1676 0478-56-0403

d.stu
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30 10月12日 3-6 5-5 野尻　孝

31 10月16日 3-6 6-7 齋藤　智子

32 11月14日 3-6 5-7 黒川　俊樹

33 11月16日 4-5 6-7 寒川　晃士

34 11月27日 4-5 6-7 寒川　晃士

35 12月3日 3-6 6-7 野尻　孝

36 12月13日 4-5 5-7 黒川　俊樹

東上総 37 7月11日 4-5 5-5 西周　信幸

38 7月13日 3-6 5-5 𠮷田　和代

39 9月28日 3-6 5-5 木下　智文

40 9月28日 4-5 5-5 西周　信幸

41 10月30日 4-5 5-5 西周　信幸

42 11月1日 4-5 5-7 𠮷田　和代

43 11月1日 3-6 6-7 西周　信幸

44 11月5日 4-5 5-5 八巻 隆介（町教委）

45 11月20日 4-5 6-7 木下　智文

46 11月21日 4-5 5-5 𠮷田　和代

47 12月4日 4-5 6-7 西周　信幸

48 12月4日 3-6 5-7 𠮷田　和代

49 12月4日 3-6 5-5 木下　智文

50 12月6日 3-6 5-5 木下　智文

南房総 51 7月11日 3-6 6-7 庄司　義広

52 7月18日 4-5 5-5 庄司　義広

53 9月5日 3-6 6-5 髙野　勝

54 10月11日 3-6 6-7 髙野　勝

55 10月11日 4-5 6-7 庄司　義広

56 10月30日 3-6 5-7 髙野　勝

57 10月30日 4-5 5-5 庄司　義広

58 11月9日 4-5 5-7 髙野　勝

59 11月29日 5-5 髙野　勝

0

県教育委員会で運営できないときは、市町教育委員会担当者が協力する。

旭市立干潟小学校 旭市鎌数9508 0479-62-2502

八街市立交進小学校 八街市八街ろ111-33 043-444-0146

白井市立白井第三小学校 白井市根336-15 047-491-8181

成田市立三里塚小学校 成田市本三里塚153-1 0476-35-0049

多古町立常磐小学校 香取郡多古町南玉造162 0479-76-9515

四街道市立四街道小学校 四街道市四街道1557 043-422-2726

東金市立丘山小学校 東金市丹尾4-2 0475-52-2413

いすみ市立東海小学校 いすみ市若山1042 0470-62-0269

栄町立安食小学校 印旛郡栄町安食305 0476-97-0017

茂原市立緑ケ丘小学校 茂原市緑ケ丘4-38 0475-22-0789

山武市立鳴浜小学校 山武市本須賀1090 0475-84-1045

白子町立南白亀小学校 白子町牛込12 0475-33-2151

大多喜町立大多喜小学校 大多喜町大多喜12 0470-82-2804

横芝光町立上堺小学校 山武郡横芝光町北清水181 0479-82-2525

大網白里市立大網東小学校 大網白里市富田32-2 0475-72-8300

いすみ市立東小学校 いすみ市山田460 0470-66-1415

横芝光町立横芝小学校 山武郡横芝光町横芝1800 0479-82-1145

長南町立長南小学校 長生郡長南町長南2060 0475-46-2140

睦沢町立睦沢小学校 睦沢町小滝450-1 0475-44-0009

館山市立房南小学校 館山市佐野2070 0470-28-0059

横芝光町立日吉小学校 山武郡横芝光町篠本5177 0479-85-1234

勝浦市立勝浦小学校 勝浦市墨名733-1 0470-73-0073

富津市立青堀小学校 富津市大堀2042-4　 0439-87-0063

南房総市立富浦小学校 南房総市富浦町原岡931 0470-33-2053

市原市立清水谷小学校 市原市ちはら台南5-2 0436-52-3681

市原市立光風台小学校 市原市光風台4-546 0436-36-6502

合  計

君津市立外箕輪小学校 君津市外箕輪1-34-1 0439-57-1753

袖ケ浦市立蔵波小学校 袖ケ浦市蔵波台4-19-1 0438-63-6351

木更津市立南清小学校 木更津市ほたる野3-5 0438-98-3193

鴨川市立鴨川小学校 千葉県鴨川市横渚500 04-7092-0064



• 英語を4線に書くときの基本となる“1階、2階、地下1階のルール”を最初に明確に教える。
英語を書く4線をアルファベットハウスに見立てて、下から2番目の線を地面として、
すぐ上を1階、その上を2階、地面の下にある階を地下1階と見立てる。
次に、アルファベットの大きさを適した位置に書くというルールを説明する。
約束として、それぞれの階の天井には頭をつけ、地面にはしっかりと足を
つける（文字の下を線に接する）ことも説明する。

• 単語は、絵カードのイラストを見せ、音を確認してから書かせる。
そのとき、絵カードの該当する文字は付箋で隠す。

• ワークシートにイラストがある場合（例 コアラ)、クラス全体で音を
確認してから書かせる。書き終わったら、先生が 「k(/keɪ/), /k/, koala、最初の文字は何かな？」と尋ね、
児童に答えさせる。それから、「koalaのkだね」のように、一文字ずつJingleを復習しながら、板書して答え合
わせする。

• アルファベットの音読みではなく、文字の名前読みをする単語が出てきた場合（例： diceのiは文字の名前読
み）、｢ink のiは、/ɪ/ だけど、 diceのiは、/aɪ/だよね。 /aɪ/と読むこともあるんだね｣と説明し、アルファ
ベットには音読みの他に、文字の名前読みがあることを指導する。その他、既習単語から例を示す。

テキストとワークシートの進め方の工夫

平成３０年度
小学校外国語科･外国語活動の授業力向上に向けた資質能力向上研修

｢読むこと｣ ｢書くこと｣ の

効果的な指導法

主催：千葉県教育委員会
協力：㈱インタラック関東北

監修：神田外語大学 田中真紀子 教授

平成３１年３月

千葉県教育委員会では、小学校英語教科化の全面実施に向け、大学や民間教育事業者と
連携して、先生方の資質・能力や授業力の向上を目的とした研修を実施してきました。

平成30年度は、文部科学省が作成した新教材や指導案を活用したモデル授業や研究協議
を県内59校で実施し、数多くの小・中学校の先生方に参加していただきました。新しい学
習内容を指導するために、授業の具体的なイメージをもち、今後の授業づくりに生かして
いただくことを期待したものです。

本リーフレットは、研究協議の際に講師が紹介した新しい指導内容のうち、「読むこ
と」「書くこと」の２領域について、指導技術の一部をまとめ、授業ですぐに使える具体
的な活動例や指導上の配慮事項等を記載し、県全体で共通理解のもと、英語教育を推進す
るために作成したものです。小学校英語教科化に向け、中核教員を中心に校内研修を積み
重ねる中で、本リーフレットを利用した体験的な研修を実施していただき、楽しくスキル
アップが図れることを願っております。

さらに、小・中学校の円滑な接続を目指す契機として、中学校においても本リーフレッ
トを活用していただければ幸いです。

本リーフレットのねらい

(2) ワークシートについて

(1) テキストについて

2

2階

1階

地下1階

《活動例「アルファベット小文字体操」》

• ｢a, b, c , ・・・z｣と言いながら、1階建ての文字(a/c/e/i/m/n/o/r/s/u/v/w/x/z)では手をたたく、
2階建ての文字(b/d/f/h/k/l/t)では頭を触る、地下1階の文字(g/j/p/q/y)では膝をたたく。

• テキストのアルファベット表を見ながらやってもよい。小文字を書く位置を意識させることを狙っている。

• 単語の発音を練習するとき、最初の文字を指で宙に書きながら繰り返し言わせる。

• Let’s Play 「ポインティングゲーム」を応用する。”cup”など、先生が言う単語の最初の文字”c”をテキスト等の
アルファベット表から探させ、指を差してから、ワークシートに書かせるようにする。

• Story Timeを応用する。音声を聞かせる前に、「”n”はどういう音だっけ？」と児童に尋ね、声に出させてみる。
「n(/en/),/n/, netの/n/だったね」というように、Jingleを声に出して音を思い出させる。読めそうな単語はど
んどん読ませ、後から音声を聞かせて読みを確認させる。ペアやグループで読めるかどうか挑戦させてもよい。
次に、Picture questions（絵からわかるものを児童に質問する)を行いながら、児童から英語を引き出して内容
理解を促す。”What’s this?”  “What color is this?”  “How many～？” “Where are they?” “What are they 
doing?” など。１～２語程度の単語でもよいので児童が英語で答えられたら褒める。そうすることで、英語を
使ったコミュニケーションが自然にできるようにする。英語で答えられない場合は、日本語で答えてもよいが、
それを先生が英語で言い直すようにする。

文部科学省が作成した新教材のテキストとワークシートの指導を工夫することで、「読む力」と「書く力」を効
果的に伸ばすことができる。ここでも、音と文字の関係を児童に考えさせることが大切である。

《Story timeの指導例》

児童はテキストを閉じる。先生は、テキスト全体から、児童が覚えていそうなページを読む。”What page 
did I read? ” と聞き、児童はそのページを探す。答えられた児童に、”Please read it.”と言って、そのページを
読ませる。児童が読めなければ、先生が一緒に読む。その後、”Let’s read it out together.” と言ってクラス全
体で読む。読めない児童も分かるところや言えるところのみ、先生の真似をして読んでみる。

A) 指追い … テキストの話している部分を指で追いながら聞く。その後、児童に繰り返し言わせる。

B）シャドーイング … 主音声を追いかけて、影のように小声で言う。

C）ストーリー作り … 先生は、キーセンテンスを板書し、置き換える語を下線で示す。
（例）Where is the park?
児童はペアになり、語を置き換えてやりとりし、何組かに発表させる。

《Story timeを使ったアクティビティの例》

d.stu
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アルファベット26文字について、それぞれの文字の音を知ること、また、それらを組み合わせたときの音を知るこ
とが、英語を「読むこと」と「書くこと」の基本になる。これがしっかり理解できていれば、その後の「読む」、
「書く」の指導がスムーズに進む。文字と音の関係を学ぶには、「文字の音」→「3文字からなる語」の順に進める
とよい。以下、具体的な活動例を紹介する。

【活動①】Alphabet Jingle をマスターする

【活動②】音によるアルファベット並べ

【活動③】最初の文字は？

【活動④】Cap or Cup?

3文字からなる語の真ん中の母音を考えさせることで、5つの短母音の音を学ぶ。

【活動⑤】Last and first（しりとり）

【活動⑥】「3文字からなる語」作り

文字と音の関係を学ぶ

(1) 文字の音を学ぶ Alphabet Jingleを活用しよう
① ② ③ ④ ⑤

A cap mop pen nut pen

B cup map pin net pin

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

1

Alphabet Jingleを活用する。（「We Can! 1 & 2（ P. 76～79 ）」及びデジタル教材に掲載）
Jingleは「a(/ei/), /æ/,apple」のように、文字の名前読み、音読み、その音から始まる単語の順にリズムに乗せ

て言うもので、英語の音に対する理解を助ける。
テキストの4種類のJingleのうち、授業でどれを使うかは単元により異なるが、日常的に練習するものとしては、一

般的な単語を集めたp.76 のAlphabet Jingleがお薦めである。特に、5つの短母音 a, e, i, o, u 【/æ//e//ɪ//ɑ/また
は/ɔ//ʌ/】と子音は、早い時期から指導すると、その後の理解がスムーズになる。

デジタル教材の音声データを繰り返し聞かせる。ALT等に協力してもらい、口の形や舌の位置にも気を付けながら、
音の出し方を練習させる。一度に２６文字すべてを覚えようとせず、新出単語やワークシートの出題に合わせて１時
間に４文字くらいとし、１年間で繰り返し練習する。音読みに十分に慣れてから、「読むこと」「書くこと」の活動
に入るようにする。

《Alphabet Jingleを使ったWarm-upの例》

• 児童は、テキストのAlphabet Jingleを見ながら、「a, /æ/,apple」のように、順番にJingleを言う。

• 児童全員が立ち、先生に指名された児童がいる縦列や横列の児童が、順番にJingleを言う。言えた人から座ってい
き、全員が座れたら終了とする。

• キーワードゲームをする。先生は、キーワードとなる文字を決め、ランダムに音読みをする。児童はペアになり、
２人の間に消しゴムを１つ置く。手は頭の上に組み、キーワードである音読みが出るまで、先生の音読みを繰り返
す。キーワードが出たら、消しゴムを取る。

右のように、4×7マスの表と小文字カードを
用意する。

児童は、ＡＢＣソング等を歌いながら、名前読
みの順に小文字カードを並べる。

カードを全て取り去った後、先生が発音する音
読みを聞いて、小文字カードをマスに置いていく。
初めは、左上からa, b, c, d…の順でよいが、慣
れてきたら、有声音と無声音のペア、左右対称の
ペアなど、ランダムに選んで小文字カードを置か
せる。グループやペアで競わせてもよい。

(2)「3文字からなる語」で音と文字を結び付けることに慣れよう

先生は、右のat, et, in, op, unの文字カード（または板書）と
小文字カード（教科書の巻末にあり）を用意する。

絵カードcat, hat, bat, jet, net, pet, fin, pin, chin, hop, top,
mop, sun, bun, gunを見せてリピートさせ、音とイメージを一致
させてから行う。

絵カードで使われている子音*に限定して、児童に小文字カードで
単語を作らせる。*c, h, b, j, n, p, f, h, t, m, s, b, g

＿ at の最初に小文字カードを1枚置いて、できた語をクラスで
発音してみる。合っているかどうか、絵カードで確認する。

＿ atの前には、c, h, bが置ける。p, r, m, fなども正解。

上記の表を黒板に貼るか、板書する。補助として絵カードも掲示して
おく。

先生がAかBいずれかを発音し、児童が正しいと思う方を次のように指
で示させる。

先生：“Cap. A or B?” 
児童：Aと思ったら指1本、Bと思ったら指2本を上げる。
先生：“The answer is A.” 

※ 全員が立った状態でスタートし、間違えたら座るようにしてもよい。

cap, pen, net, top, pot, ten, nut, の7種類の大きめの絵カード1セットと小さめの絵カード（文字なし）を
グループ分用意する。

先生は、大きめの絵カードを見せながら発音を確認し、音と意味を一致させる。
このとき、絵カードの文字は付箋を貼って隠しておく。
児童は、数名のグループに分かれ、語末の音と、語頭の音のしりとりになるように小さめの絵カード7枚を並べる。
グループごとに児童に答えを言わせて、その答えの絵カードを先生が黒板に並べていく。
先生は、同じように並べたグループがあるか児童に尋ねる。答えと違うグループがいたら、それを発表させる。

例① cap-pen-net-top-pot-ten-nut
例② cap-pot-top-pen-net-ten-nut
例③ cap-pot-ten-nut-top-pen-net

最初と最後の音を使って、いろいろな並べ方があることを示す。

先生は、cap, pen, net, top, pot, ten, nutの7種類の大きめの絵カードと、これらの単語が作れる数の小文字
カードを用意する。

絵カードを見せて、繰り返し発音を練習し、音と意味を一致させる。
このとき、絵カードの文字部分の上に付箋を貼り、文字をかくしておく。
児童は、数名のグループに分かれ、絵カードの下に小文字カードを並べて、3文字からなる語を作る。
答え合わせの時に、児童に1文字ずつ音読みをさせ、「/k/, /æ/,/p/、capだね。」 のように、３つの音を連結

して、合っているかどうかを確認する。最後に全員で先生の後に、繰り返す。

文字の音を覚えたら、3つの文字からなる語が読めるようにする。

gd

k

q

p

c

nae

o t u

c

t

z

s

b

p

c a p

文字をかくす付箋

Cap or cup?

Nut or net?

or

or



様式3

　参加者総数報告書

教育委員会

単位（人）

参加者数 葛南 東葛飾 北総 東上総 南房総

1
1,775 368 574 347 353 133

2 12,257 2,974 3,032 2,957 1,107 2,187

14,032 3,342 3,606 3,304 1,460 2,320

単位（校）

参加学校数 葛南 東葛飾 北総 東上総 南房総

1
59 8 14 14 14 9

2 653 131 125 187 79 131

712 139 139 201 93 140

受講者による伝達講習

研修の種類

千葉県

佐藤　大作担当者名

平成３０年度小学校外国語科・外国語活動の授業力向上に向けた資質能力向上研修

外国語講師によるモデル授業及び

指導技術伝達講習

外国語講師によるモデル授業及び

指導技術伝達講習

受講者による伝達講習

参加学校総数（複数実施を含む）

研修の種類

参加者総数

d.stu
別添資料３
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